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編集部

長野オリンピック徹底解剖

Report

開催直前！
これを読めば120％楽しくなる

XVIII Olympic Winter Games

これは長野オリンピックのエンブレム。
冬季オリンピックを象徴する雪の結晶
や高山植物がモチーフとなっている。

1960年のスコーバレーオリンピックで史上初のデータ処理のコンピュータが導入された。競技結果

はパンチカードで入力して、処理されていたという。そして、出力されたものはテレタイプでプレスセ

ンターに送られた。

1998年2月7日。すでに全世界はネットワークで結ばれている時代になった。この真冬のオリンピ

ックにインターネット技術はどうかかわっているのだろうか。
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始まりはアトランタオリンピック…
インターネットが世界的に爆発的な発展をした

のが1995年。1996年に行われたアトランタオリ

ンピックにおいて、はじめてオリンピックのオフィ

シャルウェブサイトが開設された。IBMの技術支

援により、文字や画像、音声などのマルチメディ

ア技術を駆使したまったく新しいメディアとして

世界的な注目を集め、1日数億ヒットのアクセス

数を記録した。インターネットがメディアとして

世界的に認知された証とも言えよう。

それから2年。爆発的なユーザー数の増大とと

もにインターネット技術もドラスティックな進歩

を遂げた。この2月にスタートする長野オリンピ

ックでも最新の技術を導入したオフィシャルウェ

ブサイトがオリンピックを伝えている。

マウスクリックだけでオリンピックの
すべてを！
このウェブサイトにアクセスして驚くのはそのコ

ンテンツの量。オリンピックという大規模なイベ

ントを世界に向けて紹介し、理解を深めてもらう

ために、ウェブサイトはさまざまな情報を公開す

る必要があるという。

冬季オリンピックで行われる7競技68種目に及

ぶ細かな情報やルール、スケジュールはもちろん、

参加国の国歌がリアルオーディオで聴けるように

なっているのには驚きである。

また、長野に訪れるためのアクセス方法や観光

情報、競技会場への詳細な地図、気象情報まで

きめ細かい情報を公開している。ここにアクセス

すれば、オリンピック会場を訪れる人たちにとっ

て必要な情報が必ず手に入るだろう。

本大会中の編集室には日米合わせて20人ほど

のスタッフが常駐する予定だという。刻々と送ら

れてくる競技結果やプレスリリース、プレスセン

ターから送られてくるデジタル写真をウェブ用に

編集したり、テレビ局から提供された中継映像の

一部を使用するために画像を加工したりするなど、

コンテンツ制作チームがこなす作業はかなり膨大

な量になるだろう。

競技場からインターネットへ！記録
が刻々とウェブに流れる
本大会中にもっとも注目が集まるのは競技結果

だ。しかし、複数の会場で毎日開催される競技

の結果をどのような形でフォローしていくのだろ

うか。リアルタイムで刻々と変化する情報を人間

が拾い上げ、それをHTML化してアップロードし

ているのでは労力も時間もかかってしまって速報

にならないし、ミスも多発する可能性がある。

これに対応するために、データベースと連動し、

そのデータをもとにHTMLを自動生成するウェブ

サーバーシステムが活用されている。

本大会中の競技結果は、ゲームズリザルトシス

テムと呼ばれるデータベースにリアルタイムで蓄積

され、そこから競技会場のスコアボードや放送メ

ディアなどに情報が送られていく仕組みになって

いる。このゲームズリザルトシステムにはInfo'98

という長野オリンピック専用のイントラネットも

接続されている（このネットワークは後ほど詳し

く解説する）。これはLotus Dominoサーバーと

DB2を中心に構成されたイントラネットで、この

サーバーにはリザルトシステムに蓄積された競技

結果を収集する仕掛けがあるという。

公式ウェブサイトはこのInfo'98のデータベース

から配信された競技結果のデータを抽出し、その

テキストデータをもとに各競技に合わせた結果表

示画面が自動生成される仕組みになっている。こ

れによって、競技結果のオフィシャルデータが高

速に正確にウェブに表示されるというわけだ。

このように競技会場から流れ出した記録はゲー

ムズリザルトシステムに集まり、Info'98から公式

ウェブサイトへとデータがまさにドミノ倒しのよう

に流れていくのである。

瞬間最大アクセス1億ヒットを処理す
る最新技術
前回のアトランタオリンピックでもウェブサイ

トは開設されていた。それから1年半たった現在、

ウェブサイトの技術チームがもっとも力を入れて

いるのが膨大なアクセスを処理する技術だという。

今回の長野オリンピックの場合、1日平均2000

万ヒット以上という予想のもと、技術チームはそ

れに耐えるシステム構築を目指している。

そのための解決法として、まず日本、アメリカ、

ヨーロッパにミラーサーバーを置いて世界中から

のアクセスに備えるようになっている。各々のミ

ラーシステムは、複数のサーバーで構成されてい

るとのことだ。

また、キャッシュをうまく利用して、アクセス

頻度が高いページは専用のキャッシュサーバーに

データがキャッシュされるシステムを開発したとい

う。これによって、メインサーバーにいちいちアク

セスしなくても高速のキャッシュからページが読

み出されることになり、膨大な量の同時アクセス

にともなうサーバーの負荷を分散できるという。そ

のため、どのページへのアクセスが多くなるかを予

測する専用の統計ツールも開発している。

それともう1つ。シングルIPアドレスアーキテ

クチャーという技術が今回用意されている。公式

ウェブサイトのミラーサーバーは世界にいくつか配

置されているが、今までであれば、ユーザーが自

分でどのミラーサーバーにアクセスするかを決める

必要があった。しかし、この技術を使うとユーザ

ーのIPアドレスから判断して自動的に最適なミラ

ーサーバーへ振り分けられる。ユーザー側からす

れば同じアドレスのウェブサーバーにアクセスして

いるようでも、別のサーバーにアクセスしているこ

とになるというわけだ。

ちなみにこれらのサーバーには、あの世界チェ

スチャンピオン大会において人間のチェスチャン

ピオンを打ち負かしたディープブルーと同じスー

パーコンピュータが使われているという。そのパフ

ォーマンスも見所ではないだろうか。

長野オリンピック・プロジェクト・オフィス
コンテンツ・グループ・リーダー

友納健一郎さん
「ウィンタースポーツにはすっかり
詳しくなりました。大会開始まで
にはさまざまな仕掛けを用意しま
すので楽しみにしていてください」

XVIII Olympic Winter Games

インターネットが世界に
オリンピックを伝えはじめた

http://www.nagano.olympic.org/

ゲームズリザルト 
システム 

収集 

配信 

Info'98

公式ウェブサイト 

これは96年アトランタオリンピックの模様。98年の長
野でも同じ光景が見られるだろう。
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この参加国のコーナーは圧巻。参加国すべての
歴史や地理的概要、人口や主要産業などの数的
資料はもちろんだが、国歌がリアルオーディオで
聴けるようになっている。
これらの内容は、WORLD BOOK MULTIMEDIA
ENCYCLOPEDIAからの抜粋して翻訳されたも
の。世界の地理に詳しくなるだろう。

公式ウェブサイトの編集室。
日本と米国チームが一つの
部屋で活躍中だ。

これが自慢の競技スケジュールページ。カーソル
を表の上に置くと、自動的にウィンドウが開いて
開催時刻が表示される。

これが公式ウェブサイトのホームページ。どんな
ページに行っても好きなカテゴリーに戻れるよう
に、フレームを使って表示される。ここでは大会
期間中に最新ニュースが表示される。

子供向けのコーナー。ゲームやお絵描きチャット
や応援メールなどお楽しみコーナーがいっぱい。ゲ
ームは意外と大人でも楽しめるのでお試しあれ。

各競技会場へのアクセ
ス方法や収容人数な
どの詳しい情報があ
る。スキーのハイジャ
ンプの会場情報にアク
セスすると、ジャンプ
台の頂上に設置された
カメラの映像を見るこ
とができる。

すべての競技の詳
しい情報もある。
オリンピックが始
まる前にはここで
予習をしておこ
う。

ボブスレーの乗り物の
内側も詳しいイラスト
入りで紹介してくれる。
他の競技に関してもす
べてこのような詳しい
画像が用意されてい
る。

「オリンピックのすべてをホームペ
ージで！」
ここでは公式ホームページの見所を紹介しよ

う。テレビCMで見かけることも多くなったか

もしれないが、このサイトの情報量は圧巻だ。

すべて見て回るにはかなりの時間が必要だと思

われるので、このページを参考にしてアクセス

してみよう。

さて、情報量ももちろんだが、情報を見やす

くするために随所にJAVAなどを使ったちょっ

とした仕掛けも用意されている。また、リアル

オーディオやVRLMなども使われている。この

あたりも盛りだくさんの内容になっている。

N

XVIII Olympic Winter Games

これがオリンピックを伝える公式
ウェブサイトのコンテンツ

主な競技会場は、VRML
で三次元の映像を見ること
ができる。行かなくても行
った気分になれるかも。

N

Venues

Sports

Countries

Fun

HomePage

Schedule

長野の情報ならこ
こが決定版だ。地
域の観光情報はも
ちろんだが、新幹
線あさまの時刻表
や宿泊施設の混雑
状況など、長野に
行くならここをか
ならずここをチェ
ックしよう。

設置された定点観測カメ
ラの映像と道路状況も見
ることができる。スキーに
行く前にだって使える。

Nagano
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オリンピックのためのイントラネット
オリンピックファミリーと呼ばれる長野オリン

ピック関係者約67000人の主要な情報源やコミ

ュニケーションツールとして使われるのがInfo'98

と呼ばれるシステムだ。オリンピックの各施設や

競技場には約1300台ものInfo'98の端末が設置

される予定になっている。そこからニュースリリ

ースから最新の競技結果、得点情報、競技スケ

ジュール、参加選手の経歴や過去の成績まで、さ

まざまな情報を入手できる。

選手やマスコミ、ボランティアの人たちはここ

から必要な情報を得て、ライバル国の情報を見た

り、記事を作成したり、会場の準備などをしたり

することになるという。また、電子メールアカウ

ントも発行されるので、Info'98を通じて電子メ

ールを送ることができるようになる。

さて、Info'98はTCP/IPを使ったネットワーク

だが、公式ウェブサイトと違って外部には公開さ

れない。資格認定を受けたオリンピックファミリ

ーしかアクセスを許されていない閉じたネットワー

クとなっている。Info'98は長野オリンピック専用

に作られた巨大なイントラネットなのだ。約

67000人もの人間が使うのだから、その規模がい

かに巨大か想像がつくはずだ。

しかも、アクセス権限を持っていれば世界中の

どこからでもこのイントラネットにアクセスできる

ようになっているという。

ネットスケープナビゲーターをベース
に開発されたインターフェイス
Info'98のインターフェイスは、ネットスケープ

ナビゲーターをベースに開発されている。これに

は前回のオリンピックでの苦い経験があるという。

Info'98の前身で、アトランタオリンピックで運

用されたInfo'96は、オフコンを中心として作り

込まれた専門的なシステムであった。そのため、

華々しく登場したものの、初めてInfo'96に触れ

た新聞記者や大会関係者にはその使い方が分か

り難く、評判が芳しくなかった。

アトランタオリンピックの後、Infoシステムの

開発チームはその問題点を洗い出した。その結果、

シンプルなユーザーインターフェイスを実現するに

はブラウザーの技術を使うのがよいという結論に

達した。リンクをクリックすれば情報にたどり着

けるというのは、当時の技術者からすれば画期的

なことだったのではないだろうか。

Info'98の操作方法は基本的にブラウザーと同

じだ。下線が引かれた部分やカーソルが指マーク

に変わった部分をクリックすれば、その情報にア

クセスできる。また、選手などのデータの表示も

表形式の画面構成になっており、迷うことなく素

早くデータの検索ができる。しかも、マウスだけ

で情報を検索できるため、寒いオリンピックの会

場で手袋したままでも操作できるメリットもある

というから感心してしまう。

見たい情報にアクセスする。このシンプルな行

為を、万人にとって簡単なものにするために使わ

れたのがインターネットテクノロジーだったのだ。

データベースと連動したウェブシス
テム
さて、このInfo'98がもっとも活用されるのは競

技結果の検索だろう。大会期間中となれば、新

聞などのプレス関係者がこの端末から必要な情報

を引き出す姿が想像できる。

この競技結果情報には、公式ウェブサイトと同

XVIII Olympic Winter Games

長野オリンピック内の
巨大イントラネット Info'98

これが競技結果を
表示する画面。ボ
タンとリンクをクリ
ックすればデータ
にアクセスできる。
※この画面はまだ開発

中のテスト画面なので、

スケジュールデータはデ

モデータが表示されてい

ます。

これがInfo'98の
メイン画面。大
きなボタンで入力
ミスを避ける配慮
がされている。

オリンピックネットワーク

ゲームズリザルト
システム

Win Note

プレスセンター

大会運営
システム

FAX公式記録テレビ中継

スコアボード 計測システム

Info'98端末

Info'98端末

Info'98端末

Info'98は、リザルトシステムの他のシ

ステムにもオリンピックネットワーク通じ

て接続される。Info'98はオリンピックの

大きなネットワークの中の一つのネットワ

ークという位置づけになる。

XXXXXX

オリンピックの中におけるInfo'98

じデータベースと連動したウェブシステムが活躍

しているという。Info'98もシステム構成はウェブ

サイトと同じLotus DominoとDB2 for AIXとい

うデータベースシステムとなっている。さて、デー

タの流れは次のとおりだ。

まず、競技結果を蓄積しているゲームズリザル

トシステムから最新の結果がデータ収集ステーシ

ョンと呼ばれるところに収集される。

非常によくできているのがここからの部分。今

度はそのデータがあまりにも不自然でないかどう

かをチェックする検証処理と認証処理をするとい

うのだ。競技結果の数値があまりにも小さすぎた

り大きすぎたりする数字に関して、アラートを出し

て中央のデータベースに返すのだ。これに加えて

NAONA（長野五輪ニュースエージェンシー）による

人間のチェックで再確認する。これによって、デー

タの精度がはるかに高くなるというわけだ。

それが正確だと判断されると、そのデータはDB

の2データベースに送られる。データベースに収集

されたデータは、Lotus Dominoのウェブサーバ

ー機能を用いて、Info'98の競技結果情報ページ

に表示されるようにHTMLに加工されるという仕

組みになっている。

Info'96では、このデータの流れが手動で行わ

れていたため、表示されるまでに時間かかってし

まっていた。この新しいシステムは、データベー

スとウェブサーバーの連動で、その時間は驚くほ

ど短縮されるという。

●

次号では、オリンピックの裏方で活躍したさま

ざまなデジタルテクノロジーをレポートする予定

だ。人間の運動能力を競う祭典は、技術の祭典

でもあるのだ。

Info'98

公式ウェブサイト
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